10月５日（水）役員会　地域の情報交換　概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【第３ブロック】（平山自治区・鈴木区長）
自治区活動のデジタル化について
　（１）平山自治区の概要
　　　　豊南中学校区に属する９自治区の１つ。

高齢化が進んでいる地域でもある。
　（２）デジタル化の目的
　　　　①自治区関連情報を速やかに住民へ伝える。
　　　　②高齢者も抵抗なくネットに親しんでもらう。
　　　　③組長の高齢化に考慮し、組長業務の負担を軽減する。
　　　　④コロナウイルス感染防止の自治区活動
　　　　⑤ネット環境を使い、助け合い自治区の構築

　（３）活動状況
　　　　①-1ホームページの立上げ
　…　自治区民に向けた内容を掲載している。
1 -2公式LINEアカウントの取得
　…　回覧板の内容をタイムリーに伝える。
　　　緊急情報などを素早く伝える。
　　　　　　　　登録者と意見交換としても利用（グループラインも活用）。
2 ６５歳以上対象にパソコンとスマホ講座を実施
…　真剣に取り組めるようあえて有料にした。
3 紙の回覧チラシを電子化に移行
…　ホームページと公式LINEより配信
　　当面は、紙回覧が必要な世帯が多数いる。
4 Zoomを使ったオンライン会議の実施
…　役員会議や自治区三役のミーティング
5 高齢者一人暮らし、免許返納者へのお助け事業
…　アプリを作成しようと思っている。

そこに、困りごとを送信してもらい、ボランティアを募集する。

　（４）今後の課題
　　　　①当面、全世帯がデジタル化に対応することは難しい。
　　　　　　…　住民の理解を得ながら進めていく。

　　　　　　　　対応できない方が置いてきぼりにならない工夫も必要。
　　　　②デジタル化運用の後継者発掘

　　　　　　…　チームとして運用する体制が必要。
　　　　③お助け事業についてのボランティアの人材確保、法的問題等のクリア

　　　　　　…　自治区民へ理解してもらう活動の推進。
　　　　　　　　自治区民の特技、技術の調査。

　　　　　　　　役所、関係企業等との協力体制の構築。
　　　　④デジタル化による地域住民のつながりの希薄化が懸念

　　　　　　…　自治区活動参加意識の低下に拍車をかけることにならないか。
